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N IIミペく「ふミハ心」(ミ橿 、ヽ相韓)式A)薫

瑠翌Xホ ふ
′
駅ま=さ Xヽ、讐

′
挙′獣さく電軽 |1総堅ヽ二

′
ギ |に く試回や‖ こヽ‖十1怯ふ

′
押

ヽ選ヽトロヽヽふた中
′
穏冬遇応神ルブヽ

′
瑠ポ恵‖ (ヽ控 く車苺ネさヽふ

′
ぎ||‖ヽ 軽応蛍ヽま

軽 く
′
も、く怒ぷヽ増組卜旺g ll窯翼甲ぺ中ヽヽ3′熊い転壇憩翠 ||卜紙雲やミも製恵くく

′
|く去望

回

置 田 ■対「く十
くR煮
′
 |■ く【申十 1貯岳|1事ムヽミ瑠転mふ

′
ま紙卜高ヽ合ヽぺ鰹糟く

′
■く

艘
 に くヽ十111R甲■国に|く十日くホふ

′
Nふ 顛くil洋軍ヽきく

′
臣 |1111再ヽ縛 ||卜やヽ

′
 1犠 ||はや

W 、 窯く
′
駅回、十11+く||1悪くК

′
拒ぶく霊 |■R晋 卜瑠判Кぺ‐ホふ

′

忘 留嵩晶達讐畳|十卜言済魯患盤達]亀ポ声樹迭‖晶官腎督ドよ豊RI;轡唇言患畳違塁f士|'畳
 ヽ偲 |INヽぺ

′
終紙蚤トロペミミヽ

′
貯鮮く煮鯉

′ヽ
靴申想卜ふ卜貯卜||十11盟|1畑ミ

′
討させ瑚
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長 ilく
′
製細りふ||ぼ 窓ヽ群【ふミこi室三ヽ

′
十ス王 ||千トー罵 ,|卜

′
干【 ギヽポ

′
熊 運ヽぺ爪さくヽヽ

′

ば ||ギR II科ふく
′
く悪中Xく ぺ

′
N営 ||く主華X芸 華■3′普式なく■翌卜本卜導とヽ

′
或m

Aギ ′終基ヤふく
′
ギ=ゴ 采十′筈ホ▲ユ申

′
ギ基 1幸 く

′
ヽ|~=||やふ甘3′ 「ヽ ヽ十中一 」ヽ

く、幸業上ホふ
′
<=||くく=ヽ

′
ミ薫卜本トギ凝トホヽ

′
樫く 料ヽ く|十1く念

′
[ユ く寺ⅢIほ甲

牛 IE′ 差よ作|ITへ′ヽ
′
く去卜壇卜応ヽ

′
慰慰ニトはR II普ぺ

′

○蟻こ=三 Kヽ鷲 ホペ
′
襟尭(甲 節ヽミヽ‐ヽてた中

′
樫輸 「べはル,特」瑠

′
球規 ;|ふ卜ヽぺ併

呂
′
ギ(にネく旧mふ 111玄

′
く附幅|くRヽ 蝉底卜ふ

′
賦K II 卜ヽ

′
求村||く相営怒‖卜対甲 思ヽ‐

想イト
′
ネ淵記蟹増ふ習 ||くる

′
田卜期智トホヽ

′
慈 |1穏卜田ぺ|1対ヽ

′
長ギ十翼X村 ヽ"爪熙

＼卜綻賦ヽぺ中
′
罫導 1ヽ1ス回トトヽ|1蚊ぺてヽ‐|《

′
導 ||ぎ□ =ヽ摘

′
黙塩終mハ本柾

′
球規

基ヽ
′
窓J尽橿 |1間ぺは卜＼腿煮く

′
|【回十′将喜伸 |1小ふ

′
拙ぷ中く脳ぺ||′さ |1製導 |1掴ヽ

′

賦娯鷲望 <ヽ巴 国十R′ 「ふぺヽ一」望く||十村R′ べ |1相韓爪ミて卜悩回ヽ十11ス稲郊え終ヽ
′

馬柾 「ヽ || 一`」度 組ヽくヽミ埋基|1増ハ十
′「ぺと 小`一」悠キ11R回

′「梓+、ヽ 卜」控十RE′

球ミ転べ 嵐ヽ習ヽふ
′
無ミ柏 IR卜 「ふ代一」慢くR甲 ■巳(選回ミ壁|1拭殺mふ苦=(11察式)ヽ

m‐ 卜推ふヽぶ4中堤煮ヽ昔||卜子J甲 ふ〉
′「格ぺふ｀ぺ」蝶 隠ヽ超ふハ

′
○黙鋲記悠 mか

′
《

器長興堅‖コく
′
択普 憲ヽホふ

′
ギRペ コ国ギ|1殺ヽ |1選出

′
対留ぷ峻 ||卜

′
転尊獲恵ふミ|lm

へ′対颯押ヽ終▲||′襟煮齢トロミ
′
終浬《回く

′
塙窓拭宝ヽ

′
認尊館ホペ爪本は

′
謎辞 ＼`鍬中

く鶴ヽ||′運需ミ
′`
ギ代 喪ヽ世‐終甲ふぺ

′
瑠柾
″
位ミ厳ヨヘ厘Kく

′
ぐ|1襲ミ 基ヽ雲爪隠奇

′

描控菫ヽ 巡鎌||ふ笛義弧ゃ、
′曇歯く黒豊農髪R′緯購

′亀逮′然愚く急碇豊i′早忌く負忌亀

好や応さ
′皿料 報ヽばく押ヽへや吊‐

′
や思習＼控雪ご 寺 |IHに|!|十IR「 ペ

ーヘペ」卜事ヽペ

;|卜態やふさヽハ
″
革 |1磯回 製ヽぱく

′
N応 推製ユ甲ふ

′
村(率相n小蟹叶甲ふふヽぺ田廊卜終ヽ

中 スヽ十 11代ふヽ〕|′十貯】こ|1村(維駅応眠ヽ
′
革せ 黎ヽ邸 mふ

″
にヘヘ||十応留相`霊＼ヽ六

′

ぷ捜mハ需喪田慈ヽ遂難爪ぷ建卜
′
ゼ体慈畢ヽヽペト

′
製ぱく国十ぺ貯 運ヽ

′
博 ||キくく 選ヽふぷ

慢|1寵へ爪′求鰹h運卜吊‐とホふふ
′哄卜本ふ′品凸く&爪縮R′愚懇呈患品iS2ミく

″品

亀長違ミ掃く違Rくミ′最曇く還墨塾串ミ品呈
′検品抱R民′邸|1煮卜く′くばルブホ蟹笙ヽ 【|1翌

曲卜
′
建鰹《山黙ギⅢI照ヽペミ十応″ブペ

′
lEは<緯 辞ヽ く

′
軽垂榔 |1拙Aふ

′
増製亘ふ壁代ヽ

′

ミ |卜本卜型ふ聾翠甲ふさヽ各
′
 |■ く距|くキ 1貯|IЩ II′Jや 罹ヽふ本体

′
嶺製応ぷ→ヽ

′
区 |

■くに1く十国球|十1《思 ||や卜ぷヽ卜
′
ミ樫 1新へぱ||く

′嘔』ヽ蝉卜権甲ふ
′
○ぐコヽ引留 |1煮

卜
′
橿稲く馬脳 ||ふ

′
腿慕ルブふ相やへ〃ブホはヽ

′
綻駅
′
葉博
′
雲対飾 拙ヽ卜採ヽくふ

′
岳《 稲ヽ

くR IIく
′
担墨
′
胃基ふヨト

′
ギ猛 ||く差終蕊ぺ

′
|く十日本くくば巡熊熊 || 卜ヽ

′
慨ぷけヽけК熊ヘ

小る
′
蝉ギ 留ヽ師ふ郊堅トヨヽ

′
《岬臆柑‐ヽ点懸駅ふふ

′「小トトペ」益へ棋く
′
慈 |1翠十1ば

田甲トペ
′
N卜 熊ぺ!|′組回へ駅黙く

′
ぷ長 mヽls W授卜長て

′
運ミ 製ヽ応ヒ 摂ヽ ;lh′慈 ||「本く

ふ″挙」鮮ま 選ヽ く
′
引習式J終豊!|′襲ぺ皿嘔爪卜ヽてヽmふ

′
豊黒く抱熱鵠民ミ

′
健焦点去
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闇部誓   く に11+R

盤ふ導十日埋押■<博 田十R「 ミーヘペ」 毬ヽ眠モト=ヽ
′
村(g部せ|ミに応三ヽ日とく

′
村(斗

||よく小ぶユ中
′
<基
′
腎基
′
拭紺
′
華婆
′「h― ぺ」「格卜ヽ 一 」ヽ絆

′ルブホ聾皿、N導 ホふ
′

謡霊騨揮卜素ヽふ
′
金製卜部ヽミ吊4薫 劇|1瑠ヽ

′
饉増さ くポ淫応=К

′
意‐|■R「 `ヽ‐ふ

ふとミ」
″
ギ(翌く埋緊 ||やEヽ

′

○ぷ関中煮“＼ふ
′
岳ilギト長工封 $ヽぷ く

′
来 長ヽ再軍翼‐

′
黙思ほ鋲ヾ窓再‐

′
ギ味|||<ぷ

ヽ|ヽふ
′
区避掛出■芸 恒ヽ軍hl中

′
祇$‐ ES‐ 応=ヽ

′
電$ヽ ぷく

′
職電胃 ギヽ(再応薫ふヽペ

忘ホふ
′
区も博ミは電 ぼヽ中くヘトはふふた中

′
国留 【ヽ巡ホペ

″
捜増 盟ヽ灘ふ鯉職甲本ぺ`ベ

はヽ
′
革 ||《再稽ふ対料ヽ

′
広はく回卜母ヽ中ヘトふ

′
《翌届ぷ
′
報ぷ
′
遷根
′
選禅
′
苦博
′
答

熱
′
点コ即鞭ふ玉ヽ

′
区ギ響博
′
ぷ穏
′
よ翌 相ヽ照拭組ヽ

′
ぐ重【 霊ヽ盟ホペ申ヽい、Nヽ ぺた1《

(ぷ筈ヨ坐ぷ態ヽ鷲卜求中はイ 〉ヽ
′
終樫 |lkはく

′
塙窓 響ヽ再くホふ

′
副させ軸 黙ヽ豊 く

′
田 ||

求宝悶卜編くヽふ
′
H鍬 応鮮望ヽペユ|《

′

○認尊ヽ 黙く′41M坪ヽく縮|1煮は′窓鮮
単
轄
十
期為甲ふ′揮最縄熱黒抱Rミミ′景品忌緑白予懇R

母由虫R′畠最早墨く品挽i曇RミR′熱違亀患韓輸豊舟是魚Rミ
′&く熱畏Rミi品ミ′ゃ(田

甘賦点コ駅導ユ|はべ 鶴ヽホペ中
′
く電K図 |lmミ

′
くコ歯=||む ヽぺH瑠さく

′
製ぎ怒業 黙ヽ阿

へ対やミSEコ |′ 1亘 <Hヽ ギ黎トミてヽ ミWヽ ||卜
′
料(器憲 鑑ヽ林

′
頁部
′
くコ竪再 !lm3ト

くkヽ 留ヽ十1よ亘||ネ再トベ指くil附ふヽ
′
ネi ll熊韓 早ヽ娯中くヽミく

′
ヽ理
′
穏埋 饉ヽ組 ||

は
′
《導||1運||キ1にR「 ペーヘミ」 ||くてへ

′
或卜和た

′ヽ
茎終
′
号装や 単ヽ

′
 1鯉 田■村町

R「 ペーヘミ」
′
選|ギヽ 還蓬

′
導 1翌R「 ペーヘミ」

′
ぷ十ヽ系

′
導 1翌R「 ペー体ぺ」

′
ミ||1瑠

く購回ぷ栂岳 |lkふ
′
碁回ヽWヽ 、ハ

′
X認 ぷへ寵

′
ぷ茶
′
思茶柿
′
運1く■ |にR「 ペーヘミ」

′

謡翌隈揮卜田 H′C製 卜謙 =ヽ＼
′
導||■|1臣R「 ペートミ」

′
黙襲低ヽもや田え

′
国に||十迎

忘 |十日Hヽふ
′
雲斗ふ屎"「 ヽ代▲ハ‐」と小ヽ卜

′
≦恵|1終ぺ

″
ぎ回 甲ヽ関ホふ

′
熊卜宴‖ヽ

悪■国卜田十R「 ペーペペ」
′
霊難く副させ割 ||ふぷ=ヽ 中ヽ

′
く蟹ぺ柾岬ホふ

′
ヽ`ふ霊韓く

′

導 |■国rR「 ペートペ」
′
紳間認求 黙ヽく

′
させよ標 掻ヽふミ忘 ||卜

′
ぐ く|■ドにR「 ペー
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ヘペ」 導ヽ応封甲ふ
′
ギ(製き長 喜ヽキ=||十くく 「ペーヘペ」

′
誤窯 導ヽ|くいR「 ペーヘペ」

′
黙

聾 導ヽ|||にR「 ミーヽぺ」
′
ぱく葦婆
′
導基
′
ミ」翌や 討ヽ増幹卜くこや卜

′
ぐ亘 Hヽtt mふ封、

ぺぷ檀く
′
黎■<選 コとl it=<■R「 ペー

'ト
ミ」 こヽ |1斉(3′

OⅨ べ まヽ く
′
ポ三二二甘二ぎ<‐ 申ヽ ||三卜

′
エコ 橿ヽ釜トペはヽミ中ヽく

′
ギヽきヘホふ

′
 |

■く■|〈■ミキ |1煮|卜
′
橿装 窯ヽ く

′
||■rlllキ|1碧

′
《引■くRIキ 晋トペヽ"′去窯く「【

ぺふふヽ」ミ |1窯卜
′
翌 ||にく十R回 応禅ヽヽぺ

′
摯望回‐ゴ器ヽぺ|| やヽヽ

′
ギネ【 |lkふi

キヽに《く
′
奪ミ駅べ|1眠トペ冬窯 ||ふ

′
ペペく熊婆回く 士ヽ察て

′
ぎ田 裏ヽ柑応瑠ふ卜ぶ瑠ヽ

ぺ窒 ||ミ′ミ
′
貯h増規 瑠ヽ橿 |1眠トペ蜜雲く

″
|く担○押望 ||卜

′
村(く十国翌応熊転婁‐ヽ

′
く

智曖回‐」豊くて
′ヽ
頭 11【縮宝軍卜期型ヽぺ

′|lliEIぺ十1く聾 熊ヽRk窯卜ふ
′
○ぎ回 歯ヽ宝理く

′

村(十軽く株回察 ||は
′皿回|1歯判ヽ

′
N II巡ヽ く回付酬窯ホふ

′
ギ(編く唱十ヘヘ巨く

′回甘酬襲

||は国ドヽぺ中ヽ||卜
′
N II巡ヽ く無回窯ふふ

′
村(編=く 組ヽ運く

′
押辞橿レトく|1翌1く■く博

R式 ホふ卜||′|1貯癌 |1附ふ卜く
′
国鯉押■|1臣R式 |1判ルアヽ く

′
村(終製応眠卜は

′
ば |1皿電ふ

建甲ヽふ 懇ヽ釜ホハ‐解卜
′
N応 酎Кぺ||′ギ回 伸ヽ く

′
黎はや対
′
ぐ軽
′
拡巡 いヽ |1蛛為

′
く

ばく聾ヽ卜想酬 ||ふ
′
岨料 べヽ |INヽぺ

′
蚊く卜球へ

′
窯妥爪博ヽ

′
く回<‐ 按齢 弧ヽペトホく

|1翠てヽ ミ中 熱ヽ維中小ヽ
′
にはネ餓長響ミトミ鰹盤 く

′
業製 コヽ細i ll′肛壇 朴ヽ悠卜謡ヽ卜

′

胆軒中1劇型甲ミヽル/或 応本体ギく件悪 ぷヽ規 ||ふ
′
回ぷ応基ヽ

″
蛛ベト綿てぺ中

′
也□ 隠ヽ【 ||

kは く
′
押ヽ《墨小ぺ応ばさヽ

′
駅べ引|1饗寵 Nヽヽ やく

′
習蟹図 1l m▲ふ

′
○蛍回【韓 橿ヽ黙

‐′編く 悪ヽ く
′EEI廿酬く|1悪甲爪ふ

′
規封 橿ヽ響く駅く|1咆懸甲ふぶ

′
ぎ留応本体

′
馬Rヽ |

長世‐ホ甲ぺ空基卜ふ
′
lIB どヽ回 寝ヽ想 ||卜ヽ 奇はく

′
改鋼電檀へK齢 11煮卜

′
襲ミヘ告mふ悪

投ヽヽさく
′
倒代ⅢI煮ふ規瑠撃ふ劇く博甲ヽ

′
ギ輯(′ぷ枢

′
村甘求m各

′
富蒸1《瑠 幾ヽ応関墨甲ふ

さヽハヽ;|′鰹建《撻 細ヽぷ |1阿ふ
′
響 11苦駅
′EIE附酬 駅ヽ習

′
駅襲懸ヽ1新応せ卜

′「竹ぺふ

ハペ」点勢|′宍くEヽぺ1型応巫や
′
副させ瑚卜製ヽ

′「吊巳ヽ、Rふ ‐」 鰹ヽ矩応鍬杵
′
襲冊応

控六ヽふヽ申
′
 IR十111く押運回吹く★ぐ|1選斉小さ

′
辛く岱Цロミ米く増ヨふホヽく

′
くHばEQ IIルブヽ ヽ

′
押調権E「ふ

心末|1学」鯉 く
′
煮横学′叶十中

′「ふ代～」使くkヽ 《煮 部ヽ咽 |1鮒心小ぺく
′
くばヽ韓々慮ミ

ホペ‐
′
ぷ栂へNヽ 杵|lmぺふふ

′
職田ヽ封郎 く

′
柾縮 ||卜ふ

′
球規 基ヽ
′
蕊狸度E II煮ふ

′
罫

回
′
村田
′
くコ蝶曖喫 |ヽ|1回‐

′
取へヽぺ旺く

′
駅回弧べ Hヽミ |||ヽ十小ぺ中

′
く 1烹ギ 性ヽ

ヽぺ忘 ||ふ
′
尽樫日ヽミ回|1獣隠ホミ中

′
製 Kヽ図 |lmぺ

′
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